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（訂正）「2025 年３月期 決算説明会資料」の一部訂正について 

 

2025 年６月４日に開示いたしました、「2025 年３月期 決算説明会資料」について、一部記載に誤りがございまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 訂正の理由 

「2025 年３月期 決算説明会資料」において訂正すべき事項が判明したため、訂正するものであります。なお、

訂正箇所には下線を付して表示しております。 

 

2． 訂正の内容 

① 33 頁 

中計１年目の振り返り 

⑤ 資本効率を重視した経営-資本収益性の向上に向けた取り組み- 

【訂正前】 

 

 



【訂正後】 

 

 

② 40 頁 

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

③ 資本収益性の向上に向けた取り組み 

【訂正前】 

 

  

33

 中計1年目利益を達成

 技術機構再編による、開発力
強化や新事業創出の推進

 坂東製造事業所への移転完
了によるコスト削減

 戦略投資を予定通り実施

 M&Aターゲット領域の選定

 政策保有株式17銘柄3億円
縮減

 配当を年間156円実施予定
（前期比46円増配）

 自己株式500,000株消却

 新たな人事評価制度・報酬制
度を2025年４月より導入

 従業員持株会RS制度の導入

 退職給付信託30億円の追加
設定

 旧川口製造事業所跡地売却

 持分法適用関連会社の出資
持分譲渡

当社の財務健全性を勘案したうえで、資本収益性の改善を意識した経営を実行

中計１年目の振り返り ⑤ 資本効率を重視した経営‐資本収益性の向上に向けた取り組み ‐

 早期のPBR1倍達成

 2027年3月期：

ROE4.6％の達成

ROE5%以上の達成

中計1年目（2025年3月期）進捗

 既存事業の構造改革と強化

 海外を含む成長領域における
事業育成

 キャッシュ・コンバージョン・サイクル
（資金回転日数）の改善

 レバレッジを有効活用

 資本コストの抑制

 政策保有株式の継続的な縮減

 キャッシュマネジメントシステムの導入

 コア事業及び成長事業への積極投資

 DXおよび人財への積極投資

 M＆A実施時には有利子負債の活用を
検討

 資本コストを意識した投資判断の徹底

 既存事業の構造改革と強化

 成長領域における事業育成

 コスト削減による利益率の向上

企業価値向上

収益性の改善

BSマネジメントの
推進

利益成長

経営資源の
最適化

株主還元

投資・M&A

 財務の安定性を維持しつつ、資本効率
と企業価値の向上

 総還元性向40～50%
中期経営計画3か年平均の総還元性向
50％以上、ただし１株あたり年間配当
金１００円を下限とする普通配当を予定

 特別配当を2024年3月期より4期間
1株あたり30円実施



【訂正後】 

 

 

以 上 


